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令
和
１
年
11
月
定
例
議
会

第
４
回
松
江
市
議
会
定
例
会
が
閉

会
し
ま
し
た
。
定
例
会
は
11
月
27
日

に
始
ま
り
、
議
案
内
容
は
条
例
案
件

９
件
、
単
行
案
件

(

契
約
案
件
等

)

11
件
、
予
算
案
件
18
件
、
報
告
案

件
８
件
の
46
件
を
、
12
月
17
日
に
各

委
員
長
が
審
査
状
況
を
報
告
し
採
決

の
結
果
、
全
議
案
可
決
し
ま
し
た
。

(

一
部
反
対
有)

【
議
第
55
号
】
松
江
市
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正　

＊
高
度
の
専
門
的
知
識
経
験
又
優
れ
た

識
見
を
必
要
と
す
る
重
要
な
業
務
に

従
事
す
る
者
を
任
期
付
き
職
員
と
し

て
採
用
す
る
た
め
。

【
議
第
56
号
】
松
江
市
学
習
等
共
用
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

＊
東
出
雲
出
雲
郷
地
区
学
習
施
設
等
共

用
施
設
を
地
元
に
譲
渡
す
る
こ
と
に

伴
い
名
称
等
を
条
例
か
ら
削
る
も
の
。

【
議
第
57
号
】
松
江
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正　

＊
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
。

【
議
第
58
号
】
松
江
市
一
般
廃
棄
物
の

処
理
手
数
料
に
関
す
る
収
入
証
紙
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
証
紙
の
種
類
に
、
１
円
を
加
え
る
も

の
。

【
議
第
59
号
】
松
江
市
道
路
の
構
造
の

技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正　

＊
道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
。(

自
転
車
通
行
帯
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の)

【
議
第
60
号
】
松
江
市
普
通
公
園
条
例

の
一
部
改
正　

＊
開
発
行
為
に
よ
り
、
ア
バ
ン
シ
テ
ィ

国
屋
公
園
、
町
東
地
区
公
園
を
普
通

公
園
に
加
え
る
も
の
。

【
議
第
61
号
】
松
江
市
防
災
行
政
無
線

(

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
３
期

)
整
備
事

業
の
請
負
契
約
締
結　

＊
和
幸
・
サ
ン
ベ
電
気
特
別
共
同
企
業

体
に
３
億
19
万
円
で
。<

工
期
Ｒ
３

年
９
月
30
日
ま
で
。>

【
議
第
62
号
】(

仮
称)

玉
湯
統
合
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設(

建
築)

工
事

の
請
負
契
約
締
結　

＊
松
江
土
建
・
八
光
建
設
特
別
共
同
企

業
体
に
４
億
４
５
５
０
万
円
で
。

　

<

工
期
Ｒ
３
年
２
月
26
日
ま
で
。>

【
議
第
63
号
】
財
産
の
無
償
譲
渡

＊
松
江
市
所
有
す
る
宮
谷
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
集
会
所
を
、
地
域
自
治
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
宮
谷

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
に
譲
渡
す

る
も
の
。

【
議
第
64
号
】
財
産
の
処
分

＊
松
江
市
八
幡
町
字
灘
大
土
手
外
８
８

０
番
46
の
土
地
１
７
３
８
７
．
７
８

㎡
を
株
式
会
社
山
海
へ
２
億
６
０
８

１
．
６
７
万
円
で
売
却
す
る
も
の
。

【
議
第
65
号
】
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認

＊
島
根
県
が
実
施
し
た
国
道
４
３
１
号

大
野
工
区
安
全
工
事
に
伴
う
宍
道
湖

の
公
有
水
面
埋
立
地
４
６
７
．
７
１

㎡
を
新
た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
確

認
す
る
も
の
。

【
議
第
66
号
】
町
及
び
字
の
区
域
の
変
更

＊
議
第
65
号
で
確
認
し
た
土
地
を
大
野

町
に
編
入
。

【
議
第
67
号
】
市
道
路
線
の
廃
止

＊
市
道
路
線
の
整
理
再
編
に
よ
る
１
路
線
。

【
議
第
68
号
】
市
道
路
線
の
認
定

＊
市
道
路
線
の
整
理
再
編
に
よ
る
１
路

線
。
開
発
道
路
の
市
道
編
入
に
よ
る

７
路
線
。
国
道
改
良
工
事
に
よ
る
１

路
線
。

【
議
第
69
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
松
江
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を(

株)

江
友
に
指
定
す
る
も
の
。

【
議
第
70
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

(

株)

さ
ん
び
る
に
指
定
す
る
も
の
。

【
議
第
71
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
湖
北
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を

(

株

)

さ

ん
び
る
に
指
定
す
る
も
の
。

【
報
告
第
29
号
】
専
決
処
分

＊
市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
等
を
請
求
す

る
も
の
。

【
報
告
第
30
号
】
専
決
処
分

＊
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
。

【
報
告
31
号
～
36
号
】
道
路
等
管
理
瑕

疵
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

も
の
。

令
和
元
年
一
般
会
計
補
正
予
算

　

《
総
額
21
億
５
１
３
．
５
万
円
》

【
議
第
72
号
】
松
江
市
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

　

 

①
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
補
助
金

(

電
気

柵
等
の
新
設
・
資
材
購
入
経
費)

２
５
０
万
円

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

(

協
力

隊
の
起
業
に
補
助
２
名
分)２

０
０
万
円

③
空
港
利
用
促
進
事
業
費

(

Ｆ
Ｄ
Ａ
の

神
戸
線
就
航
・
利
用
促
進
負
担
金)

１
１
６
．
２
万
円

④
古
浦
西
長
江
線
整
備
事
業
費(

改
良
・

舗
装
工
事

)

　
　
　

３
８
２
０
万
円

⑤
平
成
30
年
災
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費(

工
事
中
に
追
加
工
事)

３
０
９
３
万
円

⑥
松
江
城
・
城
山
公
園
整
備
事
業
費
（
二

の
丸
櫓
控
塀
柱
取
り
換
え
修
復
）

３
６
２
．
７
万
円

⑦
繰
上
償
還

(

償
還
に
よ
る
利
子
軽
減

額
１
１
１
４
万
円)

６
億
９
５
１
１
．
２
万
円

⑧
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業

(

電
子

黒
板
６
２
０
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
４
０

８
０
台

)

　
　

６
億
４
５
１
０
万
円

《
特
別
会
計
補
正
予
算
》

【
議
第
73
号
】
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

＊
交
付
金
の
清
算
に
伴
う
償
還
金
の
確

定
、
職
員
数
の
減
、

１
５
４
７
．
１
万
円

【
議
第
74
号
】
宍
道
国
民
健
康
保
険
診

療
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

＊
職
員
人
件
費
減
額　

▲
４
．
７
万
円

【
議
第
75
号
】
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

＊
保
険
料
の
清
算
等
追
加
負
担
・
職
員
人

件
費
減
額　

１
億
１
０
７
１
．
３
万
円

【
議
第
76
号
】
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
２
号)

＊
職
員
人
件
費
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
増

額
な
ど　
　
　

１
１
０
６
．
６
万
円

【
議
第
77
号
】
鹿
島
町
恵
曇
・
講
武
・

御
津
・
佐
太
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

＊
恵
曇
財
産
区
の
前
年
度
繰
越
金
に
よ

る
積
立
金　
　
　
　
　

６
．
４
万
円

《
公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
》

【
議
第
78
号
】
松
江
市
ガ
ス
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

(

人
件
費
等)

＊(

収
益
的)

人
件
費
等

▲
２
０
０
３
．
５
万
円

＊(

資
本
的

)

拡
張
費
７
８
．
５
万
円

【
議
第
79
号
】
松
江
市
交
通
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

＊(

収
益
的

)

補
助
金
の
減
額
、
職
員

の
構
成
変
動
等
に
伴
い
増

▲
３
０
７
．
１
万
円

【
議
第
80
号
】
松
江
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

＊(

収
益
的)

入
院
・
外
来
収
益
の
伸
び
、

人
件
費
等　
　

２
０
１
７
．
２
万
円

《
追
加
提
出
議
案
》

【
議
第
81
号
】
松
江
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

＊
職
員
の
給
与
改
正

【
議
第
82
号
】
松
江
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

＊
特
別
職
の
期
末
手
当
の
改
正

【
議
第
83
号
】
松
江
市
議
会
議
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

＊
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割
合
の
改
正

【
議
第
84
号
】
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

３
号)

　

＊
人
件
費
等　
　
　
　

５
５
４
３
万
円

【
議
第
85
号
～
88
号
】
特
別
会
計
補
正

予
算(

４
会
計)

＊
人
件
費
等　
　
　

１
９
３
．
４
万
円

【
議
第
89
号
～
92
号
】
企
業
会
計
補
正

予
算(

４
会
計)

＊
人
件
費
等　
　

２
３
２
３
．
６
万
円

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
地
球
温
暖
化
な
の
か
、
猛
威

を
振
る
っ
た
台
風

・
局
地
的
豪
雨

・

河
川
の
氾
濫
な
ど
、
全
国
各
地
で
災

害
が
多
く
発
生
し
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
普
及

・
復
興

を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
松
江
市
も
防

災
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
も
っ

て
の
備
え
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ラ

グ
ビ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
素

晴
ら
し
い
試
合
が
披
露
さ
れ
国
民
を

く
ぎ
付
け
し
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を

知
ら
な
い
私
も
に
わ
か
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
ま
さ

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
国
民
こ
ぞ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
え
る
年

と
な
る
の
で
は
と
期
待
を
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
松
江
市
で
は
「
第
２
次
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
「
人
口
減
少
」

に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
子
育
て
環
境
、
雇

用
の
確
保

・
定
住
対

策
な
ど
様
々
な
施
策
に

よ
り
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。
土
地
利
用

計

画

・
原

発

問

題

・

新
庁
舎
建
設

・
ガ
ス
局

民
営
化
な
ど
課
題
は

山
積
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
に
夢
が
描
け
・
希

望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
安
心
安
全
を

三
島
よ
し
の
ぶ

最
優
先
に
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年　

元
旦

令
和
の
時
代
幕
開
け

令
和
の
時
代
幕
開
け

令
和
の
時
代
幕
開
け



１ 

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

【
要
旨
】

①
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。

②
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

２ 
過
去
最
低
と
な
っ
た
食
料
自
給
率
を

引
き
上
げ
る
政
策
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

①
「
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
、
転
作
や
地

域
で
の
生
産
向
上
の
た
め
に
も
十
分

な
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大

規
模
経
営
に
よ
る
産
地
化
を
目
的
と

し
た
作
付
け
助
成
に
つ
い
て
は
、
生
産

コ
ス
ト
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
圃
場
整

備
や
産
地
化
の
取
り
組
み
に
向
か
な
い

中
山
間
地
な
ど
の
条
件
不
立
地
へ
の
交

付
金
を
拡
充
し
、
家
族
経
営
な
ど
の

小
規
模
な
生
産
が
維
持
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

②
小
規
模
な
農
業
、
中
山
間
地
農
業
な

ど
多
様
な
農
業
を
守
り
、
地
域
振
興

に
よ
る
国
産
を
維
持
す
る
新
た
な
対

策
を
打
ち
出
す
こ
と
。

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣

３
「
少
人
数
学
級
編
成
」
の
現
行
制
度

堅
持
及
び
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
維

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う

　
　

 
 

ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う

　
　

 
 

ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う

　
　

 
 

ご
ざ
い
ま
す

三
島
よ
し
の
ぶ
後
援
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
高
橋
陽
介

　

元
号
も
改
ま
り
令
和
と
し
て
初
め
て

の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は　

三
島
よ
し
の
ぶ
後
援
会

活
動
に　

ご
支
援
ご
協
力
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
は
、
松
江
市
議
会
に
於
い
て

経
験
を
積
み
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物
と
、
後
援
会
長
と
し
て
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
皆
様
に
頂
い
た
ご
恩

を
忘
れ
ず
、
松
江
市
が
よ
り
一
層
住

み
よ
い
ま
ち
に
な
る
様
に
尽
力
す
る

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
活
動

に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ま
に
は
引
き
続
き
三
島
議
員
に
ご
支

援
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

令
和
二
年　

正
月

【
議
第
55
号
】
松
江
市
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正　

＊
高
度
の
専
門
的
知
識
経
験
又
優
れ
た

識
見
を
必
要
と
す
る
重
要
な
業
務
に

従
事
す
る
者
を
任
期
付
き
職
員
と
し

て
採
用
す
る
た
め
。

【
議
第
56
号
】
松
江
市
学
習
等
共
用
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

＊
東
出
雲
出
雲
郷
地
区
学
習
施
設
等
共

用
施
設
を
地
元
に
譲
渡
す
る
こ
と
に

伴
い
名
称
等
を
条
例
か
ら
削
る
も
の
。

【
議
第
57
号
】
松
江
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正　

＊
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
。

【
議
第
58
号
】
松
江
市
一
般
廃
棄
物
の

処
理
手
数
料
に
関
す
る
収
入
証
紙
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
証
紙
の
種
類
に
、
１
円
を
加
え
る
も

の
。

【
議
第
59
号
】
松
江
市
道
路
の
構
造
の

技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正　

＊
道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
。(

自
転
車
通
行
帯
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の)

【
議
第
60
号
】
松
江
市
普
通
公
園
条
例

の
一
部
改
正　

＊
開
発
行
為
に
よ
り
、
ア
バ
ン
シ
テ
ィ

国
屋
公
園
、
町
東
地
区
公
園
を
普
通

公
園
に
加
え
る
も
の
。

【
議
第
61
号
】
松
江
市
防
災
行
政
無
線

(

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
３
期

)

整
備
事

業
の
請
負
契
約
締
結　

＊
和
幸
・
サ
ン
ベ
電
気
特
別
共
同
企
業

体
に
３
億
19
万
円
で
。<

工
期
Ｒ
３

年
９
月
30
日
ま
で
。>

【
議
第
62
号
】(

仮
称)

玉
湯
統
合
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設(

建
築)

工
事

の
請
負
契
約
締
結　

＊
松
江
土
建
・
八
光
建
設
特
別
共
同
企

業
体
に
４
億
４
５
５
０
万
円
で
。

　

<

工
期
Ｒ
３
年
２
月
26
日
ま
で
。>

【
議
第
63
号
】
財
産
の
無
償
譲
渡

＊
松
江
市
所
有
す
る
宮
谷
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
集
会
所
を
、
地
域
自
治
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
宮
谷

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
に
譲
渡
す

る
も
の
。

【
議
第
64
号
】
財
産
の
処
分

＊
松
江
市
八
幡
町
字
灘
大
土
手
外
８
８

０
番
46
の
土
地
１
７
３
８
７
．
７
８

㎡
を
株
式
会
社
山
海
へ
２
億
６
０
８

１
．
６
７
万
円
で
売
却
す
る
も
の
。

【
議
第
65
号
】
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認

＊
島
根
県
が
実
施
し
た
国
道
４
３
１
号

大
野
工
区
安
全
工
事
に
伴
う
宍
道
湖

の
公
有
水
面
埋
立
地
４
６
７
．
７
１

㎡
を
新
た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
確

認
す
る
も
の
。

【
議
第
66
号
】
町
及
び
字
の
区
域
の
変
更

＊
議
第
65
号
で
確
認
し
た
土
地
を
大
野

町
に
編
入
。

【
議
第
67
号
】
市
道
路
線
の
廃
止

＊
市
道
路
線
の
整
理
再
編
に
よ
る
１
路
線
。

【
議
第
68
号
】
市
道
路
線
の
認
定

＊
市
道
路
線
の
整
理
再
編
に
よ
る
１
路

線
。
開
発
道
路
の
市
道
編
入
に
よ
る

７
路
線
。
国
道
改
良
工
事
に
よ
る
１

路
線
。

【
議
第
69
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
松
江
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を(

株)

江
友
に
指
定
す
る
も
の
。

【
議
第
70
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

(

株)

さ
ん
び
る
に
指
定
す
る
も
の
。

【
議
第
71
号
】
指
定
管
理
者
の
指
定

＊
湖
北
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を

(

株

)

さ

ん
び
る
に
指
定
す
る
も
の
。

【
報
告
第
29
号
】
専
決
処
分

＊
市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
等
を
請
求
す

る
も
の
。

【
報
告
第
30
号
】
専
決
処
分

＊
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
。

【
報
告
31
号
～
36
号
】
道
路
等
管
理
瑕

疵
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

も
の
。

令
和
元
年
一
般
会
計
補
正
予
算

　

《
総
額
21
億
５
１
３
．
５
万
円
》

【
議
第
72
号
】
松
江
市
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

　

 

①
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
補
助
金

(

電
気

柵
等
の
新
設
・
資
材
購
入
経
費)

２
５
０
万
円

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

(

協
力

隊
の
起
業
に
補
助
２
名
分)２

０
０
万
円

③
空
港
利
用
促
進
事
業
費

(

Ｆ
Ｄ
Ａ
の

神
戸
線
就
航
・
利
用
促
進
負
担
金)

１
１
６
．
２
万
円

④
古
浦
西
長
江
線
整
備
事
業
費(

改
良
・

舗
装
工
事

)

　
　
　

３
８
２
０
万
円

⑤
平
成
30
年
災
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費(

工
事
中
に
追
加
工
事)

３
０
９
３
万
円

⑥
松
江
城
・
城
山
公
園
整
備
事
業
費
（
二

の
丸
櫓
控
塀
柱
取
り
換
え
修
復
）

３
６
２
．
７
万
円

⑦
繰
上
償
還

(

償
還
に
よ
る
利
子
軽
減

額
１
１
１
４
万
円)

６
億
９
５
１
１
．
２
万
円

⑧
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業

(

電
子

黒
板
６
２
０
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
４
０

８
０
台

)

　
　

６
億
４
５
１
０
万
円

《
特
別
会
計
補
正
予
算
》

【
議
第
73
号
】
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

＊
交
付
金
の
清
算
に
伴
う
償
還
金
の
確

定
、
職
員
数
の
減
、

１
５
４
７
．
１
万
円

【
議
第
74
号
】
宍
道
国
民
健
康
保
険
診

療
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

＊
職
員
人
件
費
減
額　

▲
４
．
７
万
円

【
議
第
75
号
】
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

＊
保
険
料
の
清
算
等
追
加
負
担
・
職
員
人

件
費
減
額　

１
億
１
０
７
１
．
３
万
円

【
議
第
76
号
】
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
２
号)

＊
職
員
人
件
費
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
増

額
な
ど　
　
　

１
１
０
６
．
６
万
円

【
議
第
77
号
】
鹿
島
町
恵
曇
・
講
武
・

御
津
・
佐
太
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

＊
恵
曇
財
産
区
の
前
年
度
繰
越
金
に
よ

る
積
立
金　
　
　
　
　

６
．
４
万
円

《
公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
》

【
議
第
78
号
】
松
江
市
ガ
ス
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

(

人
件
費
等)

＊(

収
益
的)

人
件
費
等

▲
２
０
０
３
．
５
万
円

＊(

資
本
的

)

拡
張
費
７
８
．
５
万
円

【
議
第
79
号
】
松
江
市
交
通
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

＊(

収
益
的

)

補
助
金
の
減
額
、
職
員

の
構
成
変
動
等
に
伴
い
増

▲
３
０
７
．
１
万
円

【
議
第
80
号
】
松
江
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

＊(

収
益
的)

入
院
・
外
来
収
益
の
伸
び
、

人
件
費
等　
　

２
０
１
７
．
２
万
円

《
追
加
提
出
議
案
》

【
議
第
81
号
】
松
江
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

＊
職
員
の
給
与
改
正

【
議
第
82
号
】
松
江
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

＊
特
別
職
の
期
末
手
当
の
改
正

【
議
第
83
号
】
松
江
市
議
会
議
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

＊
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割
合
の
改
正

【
議
第
84
号
】
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

３
号)

　

＊
人
件
費
等　
　
　
　

５
５
４
３
万
円

【
議
第
85
号
～
88
号
】
特
別
会
計
補
正

予
算(

４
会
計)

＊
人
件
費
等　
　
　

１
９
３
．
４
万
円

【
議
第
89
号
～
92
号
】
企
業
会
計
補
正

予
算(

４
会
計)

＊
人
件
費
等　
　

２
３
２
３
．
６
万
円

持
推
進
事
業
」(

学
校
司
書
配
置
事
業)

の
教
育
の
質
と
財
源
確
保
を
求
め
る

意
見
書　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
要
旨
】

①
一
学
級
あ
た
り
の
児
童
生
徒
数
が
増

え
る
こ
と
で
、
通
常
の
学
級
に
在
籍

す
る
特
別
な
支
援
の
必
要
な
児
童
生

徒
等
に
対
す
る
指
導
や
、
児
童
生
徒

の
個
々
の
学
力
向
上
の
推
進
が
困
難

に
な
る
。
教
職
員
の
業
務
量
が
増
大

し
、
今
以
上
の
業
務
量
の
拡
大
、
長

時
間
労
働
、
精
神
的
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
、
協
力
に
進
め

ら
れ
る
「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
に

逆
行
す
る
。

②
事
業
見
直
し
に
よ
り
、
事
業
費
の
削

減
が
行
わ
れ
る
と
学
校
司
書
の
勤
務

条
件
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
生

じ
、
現
在
の
施
策
の
実
施
が
困
難
に

な
る
こ
と
。
ひ
い
て
は
学
校
図
書
館

活
用
教
育
が
後
退
し
教
育
の
質
が
低

下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

＊
本
県
教
育
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、

こ
の
事
業
の
後
退
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
よ
っ
て
、
島
根
県
に
お
か
れ
て
は
、

将
来
の
島
根
を
担
う
子
供
た
ち
の
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
「
少
人
数

学
級
編
制
」
の
現
行
制
度
の
堅
持
及

び
「
小
中
学
校
の
学
校
司
書
等
の
配

置
事
業
」
の
質
と
財
源
確
保
を
強
く

求
め
る
。

【
提
出
先
】
島
根
県
知
事
、
島
根
県
教

育
長

 ※

以
上
、
地
方
自
治
法
第
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条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

す
。

【事業スケジュール】
第１期工事：Ｒ２年１２月～Ｒ４年（新庁舎１期分建設）
第２期工事：Ｒ５年～Ｒ７年（本館解体、新庁舎２期分建設）
第３期工事：Ｒ７年～Ｒ８年（別館等解体、外構・別棟）　　

【新庁舎】
延床面積：２４０００㎡　(地下駐車場を含む )
構　　造：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造　＊免震構造
規　　模：地下１階　地上６階　《総額約１５０億円》

【文書庫等】
延床面積：約４７０㎡
構　　造：鉄骨造
規　　模：地上２階

【車庫棟】
延床面積：約７８０㎡
構　　造：鉄骨造
規　　模：地上２階

【西棟】(既存改修 )
延床面積：約２８００㎡
構　　造：鉄筋コンクリート造
規　　模：地上５階
建築年次：平成１７年 (２００５年 )

【駐車場】
台数：約４００台
(うち来庁者用約２６０台 )

【自転車置き場】
台数：約３８０台
(うち来庁者用約９０台 )

松江市新庁舎建設は平成３０年から基本構想 ・基本計画が
策定され、この度、基本設計・実施設計の大枠が示されました。
来年１２月から現地の末次町８６番地で工事に着手し令和８年
度の完成を目指して建設工事が始まります。

【完成予想図】

【全体配置図】
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松江市新庁舎の建設工事開始松江市新庁舎の建設工事開始


